








の壇上でお話しをしたことがあるかなというぐらいの 付き合いでしょうか。ここ三年間は学長職をやっておりましてほとんど授業をやっておりません。なので久しぶりの講義にな す。本日は、新しい学士課程の中の新領域科目三〇一という担当科目になっていると思いますけれども、一時間ほど話をさせて ただきた というふうに思っております。
　
今、永江先生からもちょっとお話がございましたように、私は長














いたい二五万から二六万人ぐらい。これは石巻専修大学とか北海道短期大学の卒業生数を除いております 学長ってとにかく大勢の方に志願していただくことが仕事で、これがとにかく大事なことですが、今年は三八、〇〇〇名ほどに志願していただきました。つまり、専修大学は首都圏にある大規模な大学、と う とになるかと思うんですね。　
そして専修大学のディプロマ・ポリシー、一種の建学の精神とで
も申しましょうか は何かと申しますと、専修大学がどのよ な学生を世に送り出すかというので、二〇〇一年 ちょうど二一世紀になるところで、二一世紀のビジョンとして定めたものがあります。それが「
Socio-Intelligence 」 、日本語で言うと「社会知性の開発」
ということなんですね。ここにいる皆さんは、 ろんな学部で学んでいると思いますけれども、まずは 門的な知識・技術といったものを勉強する。そしてそ に基づく思考方法を核にしながら、深い人間理解と倫理観を持っ 、地球的視野から独創的な発想により主体的に社会の諸課題の解決に取り組んでいける能力、それが「社会知性」です。こ 開発を専修大学の二一世紀ビジョンとして定めました。皆さんが卒業するまでにこういった能力の なりの部分を身に付けて欲しいという願いを込めている次第です。　
さて、本題の専修大学の歴史なんですけれども、このパワーポイ
ントは実はちょっとデータが古くて一三五年の伝統というようになっていますが、正確には今年で一三七年になります。創立されま
したのが一八八〇年。明治一三年になります。専修大学の前身であります専修学校という名前でスタートをいたします。同じ年に法政大学もできました。その後、翌一八八一年に明治法律学校、これは明治 の前身です。それから一八八二年には早稲田大学の前身であります東京専門学校 できるといったように、この一八八〇年から数年で東京に多くの が陸続と創られていくこと なり、専修大学はその先駆けとして今年、その意味では一三七 という歴史と伝統を持つ大学ということになろうかと思います。　
専修大学では、ここ四、五年、今までのカリキュラムの組み方と







は、創立一三七年という歴史を有し、卒業者総数も約二六万人という大きな伝統ある大学なんですけれども この専修大学の歴史に非常に深く関わった今村力三郎という人物のことで 。写真を見ていただくとわかるように、見るからに恐そうな顔をしています。この当時八〇歳くらいかな、そのぐらいのお爺さん んで けれども、この人の歴史をちょっと振り返って見たいと思っています。　
今村は慶応二年、一八六六年に信濃国、長野県の伊那郡上飯田村
箕瀬という所で蜂谷重蔵の長男として生まれております。明治一九年、一八八六年になりますが、専修大学の前身・専修学校に入学し、当時、大審院 判事、今で言う裁判官ですね 最高裁の判事さんの所で書生をしながら、在学中 代言人、今 言う弁護士の試験に合格し、専修学校を明治二一年に首席で卒業いたしております。ただ、ちょっと不思議なのは、彼はその後、伊那の方 寡婦、つり未亡人だった今村うめさんという 養子となって 元々は蜂谷
姓だったんですけれども、今村姓に変えております。明治一七年になりますけれども、蜂谷家はどうしたことか家が倒産します。その結果、一家で東京へ出てきてお煎餅屋さんを営むというようなことになります。その後、法曹、つまり弁護士ですとか判事ですとか、そういったところで活躍をし 昭和二一年、一九四六年に専修大学の総長に就任をいたします。当時八〇歳でした。そういう人なんですね。　
今話したのはごく簡単な略歴なんですけれども、彼の関与した事




学校の名前をいくつか挙げました。明治大学とか中央大学とかそういったところですね。当時、神田という地域を中心として五つほど著名な私立法律学校があって五大法律学校と呼ばれていま た。現在の専修大 ・ 政大学・明治大学・早稲田大学・中央大学の五校です。この時期は法律学を ぼうとする若者は非常に多く、人気があったんです。今村 そ 法律の分野で非常に名を成した人物です。専修大学 卒業生でもありました。　
今村にはもう一つの顔がございました。戦後の日本は、いや戦中






田市と言います。ここはす い山村であります。ただ最近は飯田市にリニアモーターカーが通るということ 大騒ぎとなっているようです。何でと思うんですが、暴力団のような非社会的勢力が盛んに飯田に入って来ているようです。そ 理由は、リニアモーターカーが通るというので地価が高騰しているからだそうで 砂糖にたかる蟻のようにやって来ているのかもしれ せん。こ いった所なんですね。　
そして、ちょうど飯田の真上のところ、ここら辺が諏訪湖で天竜
川が流れ出しています。こちら側は木曽山脈、通称 中央アルプス。こちら側は赤石山脈、南アルプスで、そ 谷間の所でござ ます。従って大変寒村だとよく言われております。　
確かにそのように思われる節があります。飯田の在町の一つに浪





飯田というのは、地図を見てもらえばわかるように真ん中より少し上の所ですね。こうやってご覧いただければわかると思うのですが、ここは実は道です。例えば飯田から下っていって駒場というところから山を越えて木曽へ出る。ある は飯田から下 と浪合村があって、その上に清内路村という村が んですが、ここからもやはり木曽の妻籠 ほうに抜ける道がある。さらに飯田から八幡という所を経由して遠州・浜松へ も こういうふうに山の中なんですけれども なり交通の便が良 。　
何を運ぶための道だったのかと言うと、 「中馬」と呼ばれた方法
です。馬の背中に荷物を載せて細い街道をずっと進んでいく訳です。これが先ほどの地図に出 いましたように網の目のように張り巡らされている。これは中馬稼ぎをすることを許可された許可証です。たんなる寒村だと思われがちなんで けれども、私たち 思ていたより開けた地域で、中馬のおかげで情報も くさん入ってくる。今村が生まれたのはそうい でした。　
このスライドに映っているのが今村家に伝わる古い文書です。汚
れているのでびっく する方もいるかもし ませんが 飯田に 、当時、さっき話した網の目のような中 道筋に商売をする家々がたくさんありました。この文書には の村の庄屋として蜂谷重蔵名前が出てきます。今村力三郎のお父さんです 彼は庄屋を務めており、先ほどの村の中でも非常にお金持ちの家 した。
　
そのような場所であったため、幕末なんかには随分いろんな事件
が起こりました。これ「五十文」と書いてありますけれども、当時の紙幣ですね。西郷隆盛ですとか、皆さんの知っている薩摩軍や長州軍が江戸へ向かって進軍する時に地域にこういうお金をばらまいております。これは、もともとあ 程度はこの地域で使われていたものでもあるんですけど このお金を チャラ金」と呼んでい した。これは、こ お金を不正に取得した際に罪に問われた時の嘆願書ですね。こういったものも残っておりま 。　
先ほど今村家が破産に瀕したという話をしましたが、ここでその
話を詳しくしてみたいと思います。 れは新聞集成という明治期のデータから拾い出したものです。ちょうどこの時期が今村力三郎の幼年期にあたる訳 けれども、これをちょっとご覧ください。松方正義が大蔵大臣の頃です。皆さんも知っていると思いますけ ども、一八七七年に西南戦争が起 ります。その三年後に専修大学は設立される訳ですけれども、その翌年、一八八一年に松方 義は蔵卿に就任す 。大蔵卿というのは現在の大蔵大臣。いまは財務大臣ですね。　
政府は西南戦争の戦費を調達するためにどうしたかというと、お




とかこの辺りで一番商品になっていた は生糸 す。生糸の種をインフレの状況下で買います。そして製品にして売りに出す。そ 時には既にデフレに切り替わっているのでとんでもない損害を被ることになる。つまりインフレ状況下で生糸 種を一〇円で買ったにもかかわらず、製品になった時には二円くらいでしか売れない、ということになります。　
当時の伊那地方の蜂谷重蔵のような地主たち 、百姓を生業とし












響してくるのかについてちょっと触れておきますと、今、皆さんはここ生田キャンパスで授業を受けています。でも本当はここじゃなかったかもしれない。もしかしたら茨城県の土浦とか、東京都の西東京市田無あたりとかね、そこら辺がキャンパスだった可能性もありました。専修大学が戦後 新たなスタートを切ろうと思った時に、神田キャンパスでは狭すぎた め、新 なキャンパス整備が必要になりました。しかしとにかく場所が い。それでい んな案が出ました。茨城県の土浦、埼玉県の朝霞 東京都の田無、千葉県の市川市鴻之台 それから神奈川県の相模原。こういった所が候補地に挙がっていった。ちなみに戦前ま 軍需工場だった所が割と多いんですね。専修大学の生田キャンパスは軍需工 じゃありませんが、ＮＥＣ、日本電気の工場跡地です。向こうの今はマンションになってしまいましたほうは、松下電器の研究所だった所です。こういうことも知っておいてください　
その次に面白いのは、今村は学部を五つ作る必要がある、と考え
ていたことでしょうか。経済学部、今ありますよね それから法学部も今あります。商学部も今あります。この他に理工学部と、非常に面白いのが労働学部 いう学部も作ろうと考えていたようです。結果的には、理工学部と労働学部は断念せざるを得 かっ んですけれども、学び方と働き方、この二つの融合を目指 ていた。非常にわかりにくい言 かも知れませんが、 の「二部」の前身的
ものを作ろうとしていたと思われます。　
教学と法人と言うとえらく難しそうに聞こえる話かもしれません
が、戦後間もない当時の専修大学の教員や職員だけの力では、とてもではないですけれども、大学を再建できるような状況ではありませんでした。そこで教学の方では、東京大学経済学部にいた、後に学長にもなりますが、大河内一男を昭和二一年に教授・学部長として招聘します。戦後の東京 学において名総長と言われた方です。それから法人組織の方では、まずは大学経営がきちんとできないといけないということがあって、じゃあ今できてるかと言われると怪しいんですけど（笑） 、簗田𨥆次郎という方を招聘して専務理事にします。彼は専修大学の前身・専修学校の理財科、つまり今の経済学部の卒業生に るんですけれども、卒業後は日経新聞の前身でもある中外商業新報の主筆を務めたり、ＮＨＫの専務 やったりというようなことで、とりわけメディア関係に非常に知見が深く理解ある、そ いう人物でした。昭和二二年くらいから専修大学の経営に専念していくことになります 大河内は学者っぽい顔をしてますね。簗田はちょっと悪そう 、そん こ 言っ ら殴られそうですけれども（笑） 。この二人が、今村を支え 戦後 専修大学の発展に深く関わっていくのです。　
面白いと思うのは、今、専修大学は新学部の設立を含めていろい




これは今風に言うとキャリアデザインのことですね。働き方を学ぶことです。新しい学問領域 なり すけれども、もし今、専修大学に労働学部のような学部を作るとするなら、私はキャリアデザイン学部かなと思っていましたけど法政大学がキャリアデザイン学部を作ってしまいましたので止めました。でも専修大学は とくに今村の時代は、働く の意味というの 重要視していた。そういう歴史があります。　
皆さんは専修大学に入学されてきた。専修大学はその歴史から見
ると明治大学や早稲田大学や日本大学 比べても長い歴史を持っている。引けを取らない。だけど、もうちょっと社会的な知名度が上がってもよいのではないかと誰もが思っておられ す。大学の価値、大学のランクという は何によって決 る か。私も 長をやっておりますので、どうしたら大勢の志願者が来てくれ か。それからどうしたら偏差値が上がるのか この点に汲々として ます。 「あぁ偏差値がかつては五〇代はあったのに四七・五に落ちた」とかね。けれども歴史学を専門とする人間から、大学の価値や
基準を考える際、大事なのは結局、学生たちが何を学んで社会へ出ていくか、そして卒業していった先輩たちがどのくらい社会の中で活躍しているのか。実はそれが非常に重要なんですね。　
専修大学はどうなんでしょう。今まで今村力三郎の話をしてきま
した。確かに今村は法曹界では著名人です。しかしですね専修大学の卒業生は今村だけじゃありません。では皆さんの先輩たちはどのくらいいるのか。最初に二五万 ら二六万人くらいと言いました。創立の翌年から平成二六年まで毎年毎年、卒業生を世に送り出しています。亡くなってしまった人は除外し すけれども、これを合算して きますとこういうデータになります。　
比較例として、創立期から昭和六〇年代くらいまでの中央大学の
卒業生たちの数をデータに み し 。どうなっているのか見てみましょう。昭和二一年、日本が敗戦を迎えた翌年ですね。こ を機にどんどん中央大学の卒業生 数 上がっています。だいたい一万人くらいを毎年輩出しているこ がわ ります。これをもう一度、前の専修大学のグラフと比較して見てい だければわかると思います。一番上が先ほどの中央大学の一万人。専修大学は五千人つまり圧倒的に卒業生の数が少ない。専修大学 創立当初の頃はわずか一七、八人くらいです。それでは くら大学の教育が仮に充実していたとしても比較にな ない。私はだからと言って、 「数 力だ」なんて言うつもりは全くあり せ けれども、現行の定員の中でしっかりと教育を行い、卒業生の数は少なくとも現状を維持でき
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《講演録》歴史を「かがみ」に
るくらいの数字でないと、大学としての社会的な役割は十分果たすことができないのでは かろうか、 いうふうに思っています。とくに昭和二一年から 中央大学の卒業生の上昇率というのはすごいですよね。ですから、おそらく中央が伸びていった最大の理由もここにあっただろうと思 ます。 「学生数」ということでしょ ね。　
今村力三郎が専修大学の総長に就任したのは八〇歳の時です。八
〇歳まで生きることは、今でこそかなり普通になってきまし けれども、当時としてはなかなか高齢な部類に入ります。これが今村の、飯田にあるお墓の跡です。跡 いうか分骨碑で のたった一人 専修大学の中で 比較的著名な今村力三郎という人物を取り上げて、それの歴史を垣間見てきましたけれども、専修大とって大事なポイントと言いましょうかね、いくつ 話をした思います。今日こちらで配ってくれまし 今村の生 立ち。それから今村の関与した主要な事件。それから松方デフレと蜂谷家の問題というようなことで、あと大学 数が多い少ないはよろしいですけれども。その二枚ですね ぜひ注意してご覧をいただきたいなとうふうに思います。　
それで、最後に皆さんに宿題を出そうと思います。配布資料の一
枚目の下段に今村が担当した主要事件が挙がっているか 思 ます。足尾鉱毒事件はご存知 方も多いと思いますね。それから日比谷焼打ち事件、いくつか事件が挙がって ます で、来週 にレポート用紙一枚で結構です。学籍番号と名前を書いて、こ 事件が
どういう事件だったのかを調べてみてください。全部ではなく一つで結構です。名前を見 だけでわかるかどうかはわかりませんけど自分が面白そうだなと思ったものを選んでください。でもシーメンス事件なんてどうかな。聞い ことがおありにある人も るんじゃないかと思う ですけど、そこら辺りの著名な歴史上の出来事・事件に今村が関わっていた訳です。来週の授業の時間に先生に提出をしてください。宿題、と ことで一応、担当 先生にも評価をしてもらいますし、私も評価をします。要するに、今日たまさかこういう話しを聞いたんで、自分で見てみる 辞書で調べてみるということをやってみることが大事なん 、 れを宿題とい します。これで今日の授業を終りに ます。
